
月 額 掛 金

（代理請求特約［Y］付疾病入院特約（2001）付集団扱無配当定期保険（Ⅱ型）【生命保険】）
医療プラン医療プラン

加入できる範囲は、医療プランと総合医療サポートを合算して、申込入院給付金日額は5,000円が
上限となります。
例）医療プラン2,000円コース加入の場合、総合医療サポートは、3,000円コースまで。

ご注意

（保険期間１年　集団扱月払）　疾病入院特約（2001）
【既加入者専用コース】
こちらのコースへの変更および
新規加入はできません。

●掛金は、年齢・性別により被保険者ごとに異なります。
●上記掛金には、特約掛金が含まれています。
●年齢は保険年齢です。保険年齢は満年齢を基に、1年未満の端数に
ついて6ヵ月以下は切り捨て、6ヵ月超は切り上げた年齢をいいま
す。（例）保険年齢40歳＝2024年1月1日現在満39歳6ヵ月を
超え満40歳6ヵ月まで
●この制度の掛金は年単位の契約応当日ごとの総保険金額により割
引が適用される場合があります。
　記載の掛金は総保険金額30億円以上100億円未満の場合の掛金
です。したがって、実際の総保険金が異なれば、掛金も異なる場合が
あります。
　その場合は年単位の契約応当日より正規掛金を適用します。

●記載の掛金等は、パンフレット作成時点の基礎率により計算されて
います。実際の掛金等はご加入(増額)および更新時の基礎率により
決定しますので、今後の基礎率の改定により掛金等も改定されるこ
とがあります。 
●本人および配偶者の死亡保険金の受取人は被保険者にご指定いた
だきます。それ以外の保険金・給付金の受取人は被保険者となりま
す。
●加入日（＊）以後に発生した不慮の事故による傷害により180日以
内に「ご契約のしおり　約款」に定める身体障害の状態になられた
ときは、その後の保険料のお払込みを免除し、保険料が引き続き払
い込まれたものとしてお取扱いします。

（＊）保障額を増額する場合、増額部分について「加入日」を「増額日」と
読み替えます。
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申込コース 5,000円コース 3,000円コース 2,000円コース 1,000円コース
入院給付金日額
死亡保険金額
年齢 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

5,000円
62.5万円

3,000円
37.5万円

2,000円
25.0万円

1,000円
12.5万円

円 円 円 円 円 円 円 円

加入対象区分：本人・配偶者

医療費給付（先進医療型）医療費給付（先進医療型）
＜家族特約付治療支援給付特約付先進医療給付特約付無配当団体医療保険【生命保険】＞

医療技術の進歩により、病気やケガの治療方法も多様化してきています。

制度の特徴

制度の必要性

■先進医療の普及
先進医療とは、厚生労働大臣が定める高度な医療技術
を用いた療養で、医療技術ごとの一定の施設基準を満
たした医療機関で実施されます。

医療技術例 医療技術平均費用 適応症例

重粒子線治療 一部の肝臓がん・膵臓がん・
腎臓がん・肺がん　など

約318万円

※重粒子線治療には一部保険導入になるものがあります。
※先進医療に該当する「医療技術」「適応症」「医療機関」は、随時見直
しされますのでご注意ください。
出典先：厚生労働省「令和3年6月30日時点における先進医療A
に係る費用」

■放射線治療

■入院期間の短期化 入院患者の入院日数の割合

放射線治療により、部位によっては、外来の「入院を伴
わない」治療が可能なケースが増えています
がん治療の中で、放射線治療は、手術、抗がん剤ととも
に重要な役割を果たしています

（注）治療方法や頻度については、部位や進行度などにより
　　患者個人で異なります。

【出典】厚生労働省「患者調査」（平成23年度、令和2年度）に基づき当社作成

【例】前立腺がんの治療モデル （注）
治療方法：強度変調放射線治療（IMRT）
治療期間：６～８週（週４～５回程度　外来）　

2011年 2020年

●病気やケガで入院した場合、給付金をお支払いします
●入院を伴わない手術や放射線治療を受けた場合、給付金をお支払いします
●先進医療による療養を受けた場合、給付金をお支払いします
　対象となる先進医療については、パンフレットの給付金に関するご注意をご確認ください。

意向確認【ご加入前のご確認】 医療費給付（先進医療型）は、以下の保障の確保を主な目的とする生命保険です。
ご加入にあたってはご意向に沿った内容か、ご確認のうえお申込みください。
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先進医療総額 患者数

65億円

39,178名

20,013名
298億円

約2倍に増加

【出典】厚生労働省「先進医療の実施報告について」（平成21年度、令和
元年度）に基づき当社作成

※ 20～69歳の方を対象とした場合

4日以内
（36.5％）

5日以上
10日以内
（30.6％）

11日以上19日以内
（14.5％）

20日以上49日以内
（11.8％）

50日以上
（6.6％）

50日以上
（5.6％）

4日以内
（40.9％）

5日以上
10日以内
（30.4％）

11日以上19日以内
（13.1％）

20日以上49日以内
（10.0％）

67.1％ 71.3％

2022年度お支払実績 267件  462万円
継続可能年齢：70歳

継続最高（可能）保険年齢：70歳・
満了時保険年齢：71歳・
継続最高年齢70歳（70歳まで更新可能）
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保障内容

※年齢は保険年齢です。保険年齢は満年齢を基に、1年未満の端数
について6ヵ月以下は切り捨て、6ヵ月超は切り上げた年齢をい
います。（例）保険年齢40歳＝2024年1月1日現在満39歳
6ヵ月を超え満40歳6ヵ月まで。更新時に該当する年齢区分が
変わる場合、掛金は前年度と変わります。
※記載の掛金は加入者が1,000名以上3,000名未満の場合の掛金
です。したがって、実際の加入者数が異なれば上記掛金は異なり
ますので、その場合は初回に遡って正規掛金を適用させていただ
きます。
※配偶者・こどもだけの加入はできません。本人とセットでご加入
ください。

※配偶者、こどもの加入金額は、本人の加入金額と同額以下にして
ください。
※本人が脱退した場合には、配偶者・こどもは同時に脱退となります。
※本人の先進医療給付金について、通算支払金額が2,000万円に到
達した場合、先進医療給付特約は消滅し、配偶者・こどもは同時
に特約から脱退となります。
※こどもについては、本人が加入している公的医療保険制度の被扶
養者で本人と同一戸籍に記載されている方に限ります。
※こどもを加入させるときは、加入資格のあるこどもは全員同一特
約に同額にて加入となります。
※いずれかの金額（コース）を選んでください。
※給付金の受取人は保険料負担者（本人）です。

（単位：円）

本人・配偶者

こども（3歳～22歳） 一律 191 一律 191

16歳～20歳

21歳～25歳

26歳～30歳

31歳～35歳

36歳～40歳

41歳～45歳

46歳～50歳

51歳～55歳

56歳～60歳

61歳～65歳

66歳～69歳

70歳　  

168

154

156

163

186

215

261

321

415

538

615

655

コース（支援給付金額） 1万円コース

358

316

322

343

412

499

637

817

1,099

1,468

1,699

1,819

3万円コース

548

478

488

523

638

783

1,013

1,313

1,783

2,398

2,783

2,983

5万円コース

147

184

231

252

248

244

261

287

327

391

478

522

1万円コース

295

406

547

610

598

586

637

715

835

1,027

1,288

1,420

3万円コース

443

628

863

968

948

928

1,013

1,143

1,343

1,663

2,098

2,318

5万円コース

男 性 女 性性   別

加入対象区分・年齢 月額掛金

基本保障：治療支援給付特約・先進医療給付特約月額掛金

－ －

●特定疾病（悪性新生物（がん）・急性心筋梗塞・脳卒中）の治療費として保険金をお支払いします。
●死亡・高度障害の場合、死亡・高度障害保険金をお支払いします。
●特約を付加した場合、７大疾病（悪性新生物（がん）・急性心筋梗塞・脳卒中・重度の糖尿病・重度
の高血圧性疾患・慢性腎不全・肝硬変）および悪性新生物（がん）・上皮内新生物の治療費として保
険金をお支払いします。

制度の特徴

（7大疾病保障特約付、がん・上皮内新生物保障特約付、リビング・ニーズ特約付、
代理請求特約［Ｙ］付集団扱無配当特定疾病保障定期保険（Ⅱ型）【生命保険】）

加入対象区分：本人・配偶者

保障内容 申込保険金額
100万円 300万円 500万円保障区分

主契約

7大疾病
保障特約

がん・
上皮内新生物
保障特約

（※１）「急性心筋梗塞」「脳卒中」の場合、「所定の状態」には「所定の手術を受けたとき」を含みます。
（※２）特定疾病保険金と死亡・高度障害保険金とは重複しては支払われません。
（※３）７大疾病保険金は主契約保険金の５割、がん・上皮内新生物保険金は主契約保険金の１割となります。

特定疾病保険金（※2）
万円

万円

万円

500

250

50

所定の悪性新生物（がん）と診断確定されたとき、または急性心筋梗
塞・脳卒中を発病して所定の状態（※1）になったとき

死亡・所定の高度障害状態のとき
死亡・高度障害保険金（※2）

所定の悪性新生物（がん）と診断確定されたとき、または急性心筋梗
塞・脳卒中・重度の糖尿病・重度の高血圧性疾患・慢性腎不全・肝硬変を
発病して所定の状態（※1）になったとき

7大疾病保険金（※3）

がん・上皮内新生物保険金（※3）

所定の悪性新生物（がん）・上皮内新生物と診断確定されたとき

保険金種類

お支払事由ごとの保険金額合計

◎保険金ごとの保障イメージ＜お申込金額300万円の場合＞

●7大疾病保険金、がん・上皮内新生物保険金のお支払いは、
それぞれ1回のみです。
●7大疾病保障特約、がん・上皮内新生物保障特約は、それぞ
れ7大疾病保険金、がん・上皮内新生物保険金が支払われた
場合に消滅します。

●特定疾病保険金、死亡保険金または高度障害保険金のいずれ
かが支払われた場合、主契約である無配当特定疾病保障定期
保険（Ⅱ型）は消滅します。
　この場合、同時に7大疾病保障特約、がん・上皮内新生物保
障特約も消滅します。

7大疾病保障特約、がん・上皮内新生物保障特約に関する注意事項

!

!

死亡・
高度障害

300万円 480万円 450万円 150万円 30万円

特定疾病保険金
死亡・高度障害保険金

7大疾病保険金

がん・上皮内新生物
保険金

主契約

特定疾病 その他の4疾病

急性
心筋梗塞

悪性
新生物
(がん)(※)

脳卒中 上皮内
新生物

お支払事由のいずれかに該当で 300万円

お支払事由のいずれかに該当で 150万円

（※）「特定疾病保険金」および「7大疾病保険金」の場合は、悪性黒色腫以外の皮膚がんを含みません。
　　　「がん・上皮内新生物保険金」の場合は、悪性黒色腫以外の皮膚がんも含みます。

お支払事由のいずれかに該当で 30万円

重度の糖尿病 慢性腎不全

重度の高血圧性疾患 肝硬変

万円

万円

万円

300

150

30

万円

万円

万円

100

50

10

お支払事由

余命6ヵ月以内と判断されるとき、主契約の死亡保険金の前払請求ができます。リビング・ニーズ特約

特約

特約

重病克服支援制度重病克服支援制度給付イメージ

支払事由 給付イメージ

36回

通算限度

入院を伴わない
手術を
受けたとき

無制限

無制限

１日以上の
入院をしたとき

入院を伴わない
放射線治療を
受けたとき

入院１日目 31日目 61日目 91日目 121日目

3万円

先進医療の技術に
係る費用と同額

60日の間に１回を限度

60日の間に１回を限度

入院・治療の種類に応じた給付を行ないます

■支援給付金額3万円の場合

１入院につき５回を限度

治療支援
給付特約

先進医療
給付特約

※各給付金のお支払いに関するご注意はパンフレットをご確認ください。
※先進医療給付金は、入院を伴わない場合も支払事由に該当します。

入院支援
給付金

外来手術
給付金

外来放射線
治療給付金

先進医療
給付金

先進医療
による療養を
受けたとき

2,000
万円

支援給付金額
3万円の場合

3万円 3万円 3万円 3万円

3万円

3万円

今年度より全年齢で加入できるようになりました!!
（昨年度までは保険年齢59歳以上限定のコースでした。）

意向確認【ご加入前のご確認】 重病克服支援制度は、以下の保障の確保を主な目的とする生命保険です。
ご加入にあたってはご意向に沿った内容か、ご確認のうえお申込みください。

2022年度お支払実績 9件  2,745万円 継続可能年齢：75歳
継続最高（可能）保険年齢：75歳・
満了時保険年齢：76歳・
継続最高年齢75歳（75歳まで更新可能）
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